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福岡県立大学における
インターンシップの取組

• 初年次から取り組むインターンシップ

– プレ・インターンシップの単位化

– プレ・インターンシップの学修評価への
ルーブリック導入

• 4年間を通したキャリア形成支援
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福岡県立大学 学部・学科

人間社会学部（定員150名）

公共社会学科（定員50名）

社会福祉学科（定員50名）

人間形成学科（定員50名）

看護学部（定員90名） 看護学科
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入学時には「人
間的に成長した
い」「生きがい
のある生活を
送りたい」「本当
に満足できる仕
事に就きたい」
という学生が多
くを占めている。
1年次には高い
これらの思いが
学年を経るに
従い、だんだん
低下している。

福岡県立大学学生の自己実現的態度
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ボランティア活動の経験
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現在はしていないが、以前（過去に）したことがある

全くしたことがない

ボランティア活動への参加意欲
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機会があれば参加したい
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福岡県立大学生のボランティア活動の実態調査

田川元気再生プロジェクト「大学生ボランティア活動に関する実態調査」（平成20年11月実施全学生対象）

ボランティア経験者が多く、ボランティア活動への意欲も高い。

約66.3% 約89.8%

全学生 回収率71.1% 5



• 地域のために役だった
• 楽しかった
• 困っている人のために役にたった
• 相手から感謝された
• 人間性が豊かになった
• 思いやりの心が深まった
• 生活に充実感ができた
• 友人や知人を得ることができた
• 知識や技能が身についた
• ものの見方、考え方が広がった
• 学校で評価された
• 福祉など社会の課題に対する理解が深まった

福岡県立大学生のボランティア活動実態調査
活動に参加して「良かった」と感じたこと

こうしたボランティア活動経験から得られたことが、就職
活動時のエントリーシートにあまり活用されていない。

6



創造的思考力

統合的学修力

自己理解力

コミュニケーション力

ストレス耐性力

職業観・勤労観力

計画的学修推進力

キャリアデザイン力

0

25

50

75

100 (％)

就業力を構成する８つの力

多くの情報を収集し、すでに確立した方法や既
存の考えにとらわれずに、新しいアイデアを生
み出すことができる

職業内容を研究し、それに必要な適
性について理解している

自分のセールスポイントや自分に
向いた学習方法などを知っている

自分の意見をうまく伝えることができ、他人
に働きかけてものごとを進めることができる

苦手なことにも取り組もうとし、自分から
やるべきことをみつけて動くことができる

自分の興味に直結する仕事などが明確になって
いる

大学での学びと自分の目標との
関係を理解し、目標に向けて何
を学んだらよいか理解している

仕事を通じて自分の力を伸ばし、
社会の貢献できることをわかって
いる

ベネッセが実施したアンケート
調査を活用して、学生の就業力
を構成する8つの力の数値化
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就業力向上を目指す教育プログラム

• 「創造的思考力」「統合的学修力」「自己理解力」「コミュ
ニケーション力」「ストレス耐性力」の5つ力が弱いこと
がわかった。

• これらの力を育成することを強化するために、 両学部
で学ぶ専門的連携科目として 「社会貢献論」「社会貢
献論演習」 「海外語学実習」 （以上、平成22年度より単
位化） 「プレ・インターンシップ」 （平成25年度より単位
化）等を位置づけた。

• これらの学修における成果の発表、準備や振り返り等
の活動から就業力を構成する8つの力の向上を図る。
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キャリア形成支援プログラム

正 課 外 教育正 課 教 育

社会貢献論
（両学部で学ぶ専門的連携科目）

社会貢献論演習
（両学部で学ぶ専門的連携科目）

海外語学演習
（全学共通科目（基礎科目））

プレ・インターンシップ

プレ・インターンシップ

１
年

２
年

（両学部で学ぶ専門的連携科目）

３
年

４
年

キャリア形成支援講座１

キャリア形成支援講座2

キャリア形成支援講座3

インターンシップ

就業力向上

社会貢献活動

社会貢献活動

社会貢献活動

就職活動

合宿フォーラム

就業力向上を目指す
キャリア形成支援プログラム

各種キャリアサポート講座
（自己分析，業界研究，SPI

対策，面接指導等）

各種キャリアサポート講座
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キャリア形成支援プログラム
実施体制

支援組織 教員 常勤職員 非常勤職員 主な支援内容

学生支援班
（就職支援担当）

キャリアサポートセ
ンター

0名 2名
キャリアサポートセ
ンター事務 1名
就職相談員 4名

就職支援

（就職対策講座・
公務員対策講座・
就職相談）

インターンシップ

就業力向上支援室 1名 0名

学生指導 3名
受入先開拓 1名
事務 1名
外部講師 1名

プレ・インターン
シップ

系統的キャリア形
成支援講座

社会貢献・
ボランティア
支援センター

1名 0名 ボランティアコー
ディネータ 2名

学生の社会貢献・
ボランティア活動
支援
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就業力を構成する５つの力
平成23年度「社会貢献論」受講前後
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就業力を構成する8つの力の推移
（平成24年度3年次生）
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初年次からの段階的なインターンシップ

プレ・インターンシップ（1年次）

プレ・インターンシップ（2年次）

インターンシップ(3年次）

1年次 2年次 3年次

大学の中で学ぶことが
できない就業体験を1
年生という早期から行
うことが大切であると考
え、「プレ・インターン
シップ」を導入した（平
成23年度より）。

13



プレ・インターンシップの目的

• 1年生という早期から、多様な社会の仕組みや人と人
との繋がりを学ぶ。

• 医療・福祉施設、企業、教育機関、自治体、NPOなど

での就業体験を通して、働くことの意義について理解
を深める。

• 就業体験（プレ・インターンシップ）を通して、多様な価
値観を持った社会人と出会い、自己理解や他者理解
を深める。

• マイキャリポケットを活用し、体験の振り返りを行うこと
で、学生自身がさらなる成長を目指した学習計画の
立案に取り組む（学習意欲喚起型インターンシップ）。
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